
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称  令和７年度第２回伊勢崎市いせさきＧＸ推進市民協議会 

開 催 日 時  令和７年１２月１９日（金）１０：００～１１：２０ 

開 催 場 所  清掃リサイクルセンター２１ 管理棟３階 大会議室 

出 席 者 氏 名 

（委員）松島会長、神部副会長、都丸委員、齋藤委員、髙橋委員 

（伊勢崎市）小此木ＧＸ推進課長、桑名課長補佐、 

谷川主査、久保主査 

傍 聴 人 数 ４ 人 

会 議 の 議 題 

報告事項 

⑴ 親子環境教室の実施報告 

⑵ 花と緑と環境フェアの実施報告 

⑶ 伊勢崎市地球温暖化対策実行計画等の改正等の状況につ

いて 

協議事項 

⑷ いせさきＧＸ市民講座の開設及び市民サポーター制度の

創設について 

⑸ いせさきＧＸ推進市民協議会公募委員の改選について 

⑹ 令和８年度の展望について 

 その他 

会 議 資 料 の 内 容 

・次第 

・名簿 

・スライド資料 

会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

１ 開会 

 

２ 議事 

報告事項 

⑴ 親子環境教室の実施報告 

 

 事務局から説明 

 

会 長：今の説明について、ご意見等ありますか。 

 

委 員：体験を通じた学びがあり、アンケートで振り返りも

できている。これからも続けてほしいです。 

 

委 員：皆さんとても熱心に勉強されていた。バイオームの

使い方については、学校に出向いて使い方を教えて

くれる人がいればいいのではないか、という参加者



の声もありました。この取り組みを発展させて、学

校でも実施してほしいと思いました。 

 

会 長：バイオームについて、どのくらい使い方を熟知して

いるか、どのくらいの人数がインストールをしてい

て、どのくらい活用しているか、来年度に向けて検

証が必要ではないでしょうか。 

 

事務局：所管課が取りまとめているところですので、結果が

まとまり次第、共有したいと思います。 

 

委 員：子供達が昆虫を探しやすい時期としては、夏休み以

外の時期を検討してもよいのではないでしょうか。

例えば、春や秋の環境フェスティバルの１コーナー

として、イベントを設けるなどすれば、暑さを避け

ることができるのではないかと思います。 

 

会 長：開催時期については検討が必要なのではないでしょ

うか。 

 

事務局：秋の開催については、担当課（環境政策課）として

も前向きに検討できると思います。 

 

委 員：バイオームを使って虫を見つけるだけでなく、生態

系への影響など、参加者にフィードバックを与えら

れたらよかったと思いました。 

 

 

⑵ 花と緑と環境フェアの実施報告 

 

事務局から説明 

 

意見なし 

 

⑶ 伊勢崎市地球温暖化対策実行計画等の改正等の状況につい

  て 

 

事務局から説明 

 

会 長：協議会の委員の皆様におかれましては、パブリック

コメントで、計画に関する意見を是非出していただ

きたい。また、パブリックコメントの開始時期につ

いて、委員宛に通知をお願いしたいです。 

 

委 員：環境審議会と市民協議会が共にできることはあるの

でしょうか。 

 

事務局：環境審議会については、条例に基づき、計画の審議

をしていただく組織です。一方で、策定した計画に

ついて推進していただくのがＧＸ推進市民協議会と



いえるかと思います。 

 

協議事項 

⑷ いせさきＧＸ市民講座の開設及び市民サポーター制度の創

設について 

 

事務局から説明 

 

会 長：サポーターの事務局はＧＸ推進課ということでよい

でしょうか。 

 

事務局：そのような想定でおります。 

 

会 長：ＧＸについては、色々なテーマがあるかと思います

が、市内で活動する環境団体と連携していくという

ことでよいでしょうか。 

 

事務局：将来的にはそういう構想もあるかと思いますが、ま

ずは、公募委員の方々にサポーターを担っていただ

くところから始まると思っております。 

 

委 員：制度を運営していくにあたり、長期的な計画を立て

て、小さなことから始めてくことが重要かと思いま

す。 

 

委 員：私のイメージでは、市民サポーターは何かを話し

合って決める、というものではなくて、各分野の専

門家が出前講座などで学びの機会を提供する、とい

うものです。 

 

会 長：そのようなイメージで話し合いをしていましたね。 

 

委 員：そこで何かを生み出すというよりも、すでにあるも

のを活用しましょう、というものです。 

 

委 員：私も学童や福祉施設などで行う出前講座のイメージ

です。施設の方々とＷｉｎ－Ｗｉｎの関係性を築け

ればいいなと思います。 

 

委 員：資料の準備など、必要な資材は市から借用できれば

いいなと思います。 

 

事務局：まだイメージの段階ですので、細かな部分は調整の

必要があるかと思います。どのようなものをお貸し

できるか、という点につきましては、市としても対

応したいと思いますが、予算にも限りがありますの

で、調整が必要かと思います。 

 

委 員：予算がなくてできない、ということはもったいない

と思いますので、どうかよろしくお願いします。 



 

事務局：講座の開設にあたっては、市の持ち得ている資材な

どで対応できるかと思います。特別な機材が必要と

いうわけではないと考えております。 

 

委 員：事務局に丸投げではなく、ある程度、講座を自前で

やっていけるように、制度を作っていかなくてはな

らないと思います。大学生など、地域の人を巻き込

んでサポートをしてもらうのはよいとは思うが、な

るべくは、開く側が自己完結できるような形がよい

と思う。 

 

⑸ いせさきＧＸ推進市民協議会公募委員の改選について 

⑹ 令和８年度の展望について 

 

事務局から説明 

 

意見なし 

 

３ その他 

 暑さ対策について 

 

  会 長：今年、伊勢崎市が日本一暑いまちになってしまっ

た。来年も暑くなると思う。委員にも皆さんへの宿

題として、暑さ対策のアイデアを次回出してもらい

たい。 

また、事務局の考えもあるかと思うので、補足をし

てもらえればと思います。 

 

事務局：暑さ対策については、本市のソフト面・ハード面の

対策について取りまとめつつ、ＰＲしていければと

思います。 

 

会 長：６月頃の広報紙に掲載できればありがたい。 

 

事務局：協議会としての考えを広報紙にそのまま掲載できる

かについては、調整が必要かと思います。 

 

委 員：広報紙の他に、ＳＮＳを活用する方法が考えられま

す。例えば、クールシェアスポットにＱＲコードを

掲示して、そこから暑さ対策の情報にアクセスでき

るような仕組みを作るのは面白いかもしれません。 

 

４ 閉会 

 

 


